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	Ver.
	更新日
	改訂内容
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1. はじめに
本書は、RTミドルウェア上で動作するRTコンポーネント「音声入力コンポーネント」の使い方について示します。
2. 概要
音声入力コンポーネント（以下本コンポーネント）は、マイクより入力された音声データに、時間情報を付加して出力します。
3. 開発・動作環境
本コンポーネントの開発・動作環境を示します。
	OS
	Ubuntu 10.04
	WindowsXP SP3

	開発ツール
	gcc 4.4.3 (Ubuntu 4.4.3-4ubuntu5)
	Visual C++ 2008 Express Edition

	使用ライブラリ
	OpenRTM-aist-1.0.0-RELEASE
	OpenRTM-aist-1.0.0-RELEASE

	ツール
	eclipse（RTSystemEditorにて使用）
	eclipse（RTSystemEditorにて使用）


表 1　開発･動作環境
4. 制約事項
5. 音声入力コンポーネントの使用方法
本章では音声入力コンポーネントの使用方法を、テストコンポーネントを使って示します。
5.1. コンポーネントの起動

各コンポーネントの起動方法を説明します。なお、あらかじめPCのマイク入力端子にマイクを接続しておいてください。

1) コンポーネントの起動準備

各コンポーネントは、Windows，Ubuntuともに『図１　ディレクトリ構成図』に示すように配置し、【任意のディレクトリ】より起動するようにしてください。


図 1　ディレクトリ構成図

2) 接続

RTSystemEditorを起動し、各コンポーネントを次の図のように接続します。
[image: image1.png]SaveStringDatal
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図 2　コンポーネント接続図
3) 起動・設定

RTSystemEditorの右クリックメニューからAll Activateを選択します。
5.2. コンポーネントの実行
1) マイクから入力された音声に対し時間情報の付加された、『図３　音声入力結果ファイル（result.xml）』に示すような出力結果が、『SaveStringDataComp』より出力されます。

[image: image2.wmf]
図 3　音声入力結果ファイル(result.xml)
※Linux版における注意点

Linux版のInMicCompにおいて、以下のようなエラーが発生する場合は、オーディオデバイスの設定を見直してください。

[image: image3.png][PcmDataReadTh thread] create done.
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図 4　InMicCompエラーメッセージ

1. /proc/asound/modulesを開き、使用したいオーディオデバイスの番号を確認します。
[image: image4.png][ modules %

1 snd_usb_audio




図 5　modulesファイル

2. /devの下に、該当オーディオデバイスに対応したデバイスファイル（dsp）が存在することを確認します。
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図 6　/dev内のファイル

3. InMicCompのコンフィグ画面より、デバイスファイルを指定します。
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図 7　デバイスファイル名の更新

以上
<?xml version=1.0 encoding=euc-jp?>





<listen>


<time>


<hour>17</hour>


<minutes>42</minutes>


<seconds>14</seconds>


<milliseconds>902</milliseconds>


</time>


<counter>53</counter>


<data>ugC6ALsAuAC6AMIAvQC1ALcAtgCuALIAswCuAKsAqwCvAK4AsACvAK4ArwCwAK8ArwCvAK0ArQC1ALAAsAC0ALMAsgCuAKsAqAClAKYAqACoAKUAqQCsAKoArQCsAKoApgCfAKEAoACZAKIAqACgAJ8





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―――＜中略＞―――





/QCfAJ4ApACpAK8ArwCxALEArQCqAJ8AoQCdAJgAnQCcAJ8AnwCeAKIApACjAKYApwCoAKoApwCmAKYAogCjAKUAqgCuALYAtQCsAK8AsQCtAKwAqgCnAKcApwCsAKsApQChAKEAogCgAJ4AowCnAKUApgCsALMAswCuAKoAowCdAJsAngCfAA==</data>





</listen>



























































【任意のディレクトリ】


├ InMicComp			音声入力コンポーネント


｜


├ SaveStringDataComp		出力データ保存コンポーネント


｜


├ M221TimeServerComp		時間管理コンポーネント


｜


└ rtc.conf			コンフィグファイル
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